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気が付けば年の瀬を迎え、冬の寒さも本格的になってきました。12 月の小児科病棟では

クリスマス会が行われ、入院中の子どもたちも笑顔で楽しい時間を過ごしていました。今年

は年末年始が 9 連休となり、インフルエンザの流行も重なって、休暇中も忙しくなりそうで

す。皆様、体調に気を配りながら、力を合わせて乗り切っていきましょう。 

 さて、今回の小児科通信では、小児科病棟の行事や医局員の先生方の学会参加報告などを

掲載しています。ぜひご覧ください。 

～11月・12月の医局行事報告～ 

12 月 感染・免疫グループのクリニカル・カンファレンス 

 

「周産期感染症 up to date」のテーマでクリニカル・カンファレンスが行われました。 

近年梅毒患者の増加に伴い、ここ数年で先天梅毒も増加しています。早急な対応が必要とされ

ており、ガイドラインを中心に、本邦における治療方針やその根拠について学ぶことができまし

た。 



 
 
 
 
 
 
 
 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

～小児科病棟でのイベント～ 

12 月 病棟クリスマス会      

 

    

12 月 クラウンシロップさん・にゃすこさんの訪問      

 
 
 
 
 
 
 



 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

1 月  八幡地区小児科医会新年会 

1 月  膠原病グループのクリニカル・カンファレンス  

1 月  セミナー（斎藤祐介先生） 

1 月      小児科同門会 

 

～11月 12月の医局内イベント～ 
学生さんの中には、小児科通信を読んで学会 

参加してくれた方もいらっしゃいます！興味の

ある方は、ご連絡をお待ちしております★ 

～論文掲載情報～ 

１． 川村 卓、神田 里湖  助産師による母親への新生児スキンケア指導の影響：単施設ランダム化 

比較試験. 日小ア誌．2025.12 

12 月 病棟クリスマス会 ～みんなの様子～      

 

    

 

 

 

 

 



 

「学会参加のすゝめ」 

 

 

医師 6 年目、小児科 4 年目の煙草谷ひかるです。腎臓班に所属しております。大学で１年間、北

九州総合病院で２年間勤務し、今年の 4 月から再び大学に戻って後期修練医として研鑽を積んで

いるところです。この１年間は B チーム、NICU と半年ずつ回っていて、12 月現在、NICU とい

う緊張感ある臨床現場でありながらも、かわいい赤ちゃんたちに囲まれて毎日楽しく診療をさせて

いただいています。 

小児科のいいなと思うことの一つは、当然のことではありますが、成人では神経内科、血液内科、

内分泌内科・・・と診療ごとに科が分かれているところが、小児科ではだいたいは科内で完結する

ことができるということです。グループごとに分かれてはいますが、一つの疾患・一人の患者さん

を他グループにまたいで診ることはよくあることで、「みんな」で診療をすることが多いように思

います。何か困ったことがあるとき、隣にいる先生にすぐに相談することができ、日々とても頼も

しく感じています。一方で、いろんな先生にご指導いただく中で、小児科医として年数を経るごと

に「なにか自分もスペシャリティーを身につけなければ」とより強く思うようになった今日この頃

です。今現在 12 月中旬・・・実はあと１週間後頃にまずは私が小児科専門医になることができる

かが決まりますが、どちらに転ぶかはこの小児科通信が届いている頃にはわかっていることでしょ

う・・・。まずは小児科専門医！ですが、これからも研鑽を積み、さらに、自分の強みを手に入れ

て、日々の診療に、目の前の患者さんたちに還元していきたいと思います。稚拙な文章になってし

まいましたが、最後まで読んでくださり、ありがとうございました。いつか皆さんと一緒に診療で

きるのを楽しみにしています！みなさん、良いお年を！ 

 

↓専門医試験終了後、開放感に満ち溢れた写真 

 
 
 
 

～医局員からのメッセージ～ 

小児科通信に関してご意見や感想があれば守田（h-rita@med.uoeh-u.ac.jp）までご連絡ください。 

～次号もお楽しみに～ 


